
































































































































































































































































































































































	 午後、右舷にガータ岬（スペイン南東部、アンダルーシア地方） み、午前二時すぎジブラルタル海峡を通過したこと 聞いた。が、乗客は地中海の入口 突出する海峡の岩山をみることができず残念がった。
５・２……船は西北にむかって進んでいた。この日、行き交う船多く、半日で三十隻ほどかぞえた。５・３……島や をみた。夕食に牛ナベが出５・４……船はビスケー湾（フランス西岸とスペイン北岸にかこまれた湾）に入った。浪高く、船よいの め、終日船室にこもった。５・ ……



























































































氏をたずね、下宿の件をたのんだ。脚本目録などをもとめた。この日、ドイツの金子君より手紙がきた。夜、原稿をかいた。五月二十三日、午前中博物館ですごし、午後は下宿にいた 夜、写真の現像を試み 五月二十四日、下宿はみつかった 、博物館から遠いので断わった。この はじめてフロックコートを着、シルクハットをかぶった。午後、洋服屋より背広がとどき、シャツなどをもとめ
五月二十五日（日） 、好天気。午前中、博物館にいったが、読書室は午後に開くとのことで帰宅する。五時すぎハイドパーク（ケンジントン公










































































同夜、オクスフォードからきた豊崎君（不詳）やファーレー、および、カーペ ター嬢らと会食した。十一時すぎ床についた。六月二十一日（土） 、晴。午後、日本公使館の浮田書記官から電報が来、 「時事新報」の通信員になってほしい、とたのまれ ので、承諾した。





（日） 、朝は近所の教会（ 「聖アンデレ教区教会」ベスュン街一六番地）にいった。夜はサマーズ師のユニテリアン教会にいった。ファーレという豊崎君の友人（イギリス人）の妻となるべき女性もきた。六月三十日、朝早く豊崎君を見送るためにユーストン駅にいった。のち博物館の読書室で桂冠詩人 ことを調べた。
七月一日（火） 、雨。下宿で春陽堂に送る原稿の準備 した 夜、サマーズ師の教会にいき、貧民 送る即位式 宴 催すための案内状をかく
手伝いをした。七月二日、午前中に原稿をかきおえ、お昼ごろ日本に送っ 題は「英国詩宗」 。七月三日、午前ちゅう家ですごし、英語の課業をつづけた。午後は謝肉祭の行列をみ 出かけた。七月四日、







たことを想いだした。七月八日、京都の藤原家よりマクミラン社へ 支払いの件をた まれ 七 九日、午前中 もり、午後より雨 前中、銀行にいき、のち散髪をした。七月十日。豊崎君に葉書 だし 夕方、散歩にでた。七月十一日、晴。エミリイ・ブロンテ（一八一八～四八、小説家・詩人）の『ジェーン・エア』 （孤児が ち家庭教師となり、主 と恋 おちいる話）をよんだ。夕方、サマーズ夫人らの散歩に途中までつきあい、のち郵便局 者に古切 をあたえ
七月十二日、ハンカチや案内記を下宿のものにあたえた。七月十三日（日） 、終日家にいて『ジェーン・エア』をよみ、夕方教会にいった。七
















十六日（土） 、田中穂積がやってきた。五時ごろ同君を送りながら散歩 で 二十七日、朝つよい雨がふった。が、午後にはやんだ。夜、教会に出かけた。七月二十八日、朝フェンチャ チ街
ストリート
駅に塩沢君を出迎えにいった。本人を田中君の下宿につれていった。午後はいっしょに市内































































































































水地方の山［九五〇メートル］ ）に登った。こ 山はこの地方の名山である。登山には青草の小道を午前十一時ご より、午後四時ごろまで五六時間かかってのぼった。が 下りは二時間 らずであった。山頂からは わりの連山、山間の湖
ターン
水、マン島（アイリッシュ海にあるイギリスの
島）までがみえた。帰途ふ たびグラスミア村にもどり、教会（ 「グラスミア教会」 ）にあるワーズワースとコールリッジの墓を見学した。
ワーズワースの墓は、妻のものと一つの石であり、一家の墓とならんで立っていた。ここで記念の写真をとった。宿に帰 たのは夕暮であった。
きょうは急斜の山道を長い時間のぼっ ので、疲労こんぱいした。
八月二十日（水） 、午前ちゅう雨がふり、午後は晴れた。連れ 者 、小艇で出かけたが、島村は終日宿ですごし、読書など した。翌二十一


























































九月八日（月） 、風がふ た。午後 ポストリングの村まで散歩した。この日からドイ 『シャロック・ホームズの冒険』をよみはじめた。






























四日、下宿ですごした。妻から来信。九月二十五日、キーツ詩集、 『ジェーン・エア』など 求めた。九月二十六日は何もしるさなかった。九月二十七 ドイツから林川（源太郎？明治
29年、早大文科卒）がやってきた。夜、ロイアル・オペラにいき、 「ファースト」をみた。九月二十八










































































































した。追い銭は、一ポンド八シリング。十一月九日（日） 、快晴。新 い写真機で一枚ためし撮りをした。十一月十日、 本から新聞や『歌舞伎』などが届 た。
十一月十一日（火） 、くもり。十二時半、アーネスト・ド・セリンコート氏 一八七〇～一九四三 英文学者）宅をおとずれた。シェイクスピ








































しょにミス・ウェルドを訪れ、お茶をのんだ。十一月二十四日、くもり。サマーズ夫妻に長い手紙をだ た。トルストイ論をか た。早稲田大学に写真を送った。正宗白鳥（一八七九～一九六二、明治から昭和期の小説家・評論家）から手紙が た。
十一月二十五日、国にクリスマスカードを出した。午後、塩川君をたずねた。十一月二十六日、




















十二月二十六日（金） 、午後アレクサンドラ劇場にパントマイムをみに出かけた。題目は“レッド・ライディング・フッド” いう 夜、荷づ











































































































であり、五十歳台のやゝ上品 女性であった 先夫の娘とそ 亭主が来客とし 来てい ほかにい の夫の間にできた娘が一人いた。夜七時すぎに夕食をとったが、食後、娘とトルストイの『復活』にはじまり、いろいろ小説の話など した。娘 わく。　―
トルストイはおもしろいが、ぜんたい的に気がめいる。厭世的である。ゴーリキ（一八六八～一九三六、ロシアの小説家・劇作家）の新作
をよんでみたが、これもまたひじょうに気をめ らせる。ゾラはあまり好きでない。同夜 劇場へいそいだが間にあわなかった。しかたなく「オクスフォード・ミュージック・ホール」へいき、十時すぎ宿に帰った。
今夕、サマーズ師にロンドンに来た旨の葉書をだした。この日 『エレン・テリー』 （同人は有名な舞台女優［一八四七～一九二八］ 。シェイク
ス物によく出演した）と題する本 もとめた。一シリング半。
三月十四日（土） 、雨。朝大英博物館の読書室にいき、利用許可証更新の手つづきをとった。のち絵画史をしらべ 昼食後、退館した。それよ







































































明日出発の荷づくりなどをし けさ革の手ぶくろを求めた。二シリング半。また古書でロバート・バーンズ（一七五九～九六、スコットランドの詩人）の詩集や辞書などを買った。二十歳くらいの下宿 次女は、 「フラム座」において「おとぎの国 コケモモ」に出演しているとのことであった。下宿 者は、日本の絵葉書をほしがった で、オクスフォードにもどったら送ること 約束した。



















三月二十四日、快晴、午後、豊崎君がやってきた。いっしょに散歩した。夜、 「新劇場」において、 「ネル・グリン」というものをみ 。時代劇
であったが、感心しなかった。ドイツの金子君から来状。学校 ことについての返事であった。三月二十五日（水） 、快晴。本や雑誌などをよんですごした。夕方、坪内、田中等に葉書をだした。三月二十六日、快晴 風があった。春めいてきたが、風がよくふい 坪内氏から手紙が届き、菊五郎の死をつ えていた。ロ ンの田中君より、ロンドンに来ないかといってきた。
トリングトン広場の下宿から、古葉書（ 本の？）くれないかといってきた。春陽堂に送る原稿の準備をした。三月二十七日。雨のち晴。終日家にいて日記をかいた。錦絵 きょう着き、何枚かを下宿のものに与えた。三月二十八日（土） 、くもり。風が






















時に着いた。一時半サマーズ師宅につ た。終日 話をした。四月八日、快晴 大英博物館にいった。美学の書などをよんだ。午後七時すぎ退館し、夕食をとったのちユーストン街を散歩し 夜、十一時ごろ帰宅。四月九日（木） 、くもり。新聞などが着いていた。南ロンドンにいる田中君より来訪をのぞむ便りがきた。四月十日（金） 、霧がすこしあっ 朝 ちかくの礼拝堂（教会） 午後、田中君 訪問しようとロンドン橋までいったが、馬車 便がすくな め帰宅 た。
この夜、湖水地方へいしょに旅行したシムス夫婦が、日曜学校の子どもたち十余名あまりを連れてやってきた。夜、おそくまで同夫婦と話をし
た。










田中穂積（一八七六～一九三一）……早大留学生、英米で財政学をまなんだ。内田銀蔵（一八七三～一九 ）……明治・ 正期の歴史学者。英仏独に留学後、京大教授。井上雅二（一八七七～？）……………海軍機関学校を退学し、東京専門 校英語政治科卒業。 「日本新聞」通信員。島村抱月













リバプール（イングランド―マージーサイド州の州都。港町）に出かけた。いなかの親戚の子どもたちも、きょう った。土産代 して一シリングあたえた。夜、 「インペリアル劇場」で、エレン・テリーの「ザ・ヴァイキ グ」をみた。
四月十八日（土） 、晴。きょうあたりより天候が回復した。午後、 「セント・ジェイムズ劇場」にいき、Ｇ・アレキサンダーの「古きハイデルベ













」 （ 「日記」 ）と
いっている。景色がなんとなく新鮮なのは、エーヴォン川の水があるためであろう、という。
島村が見物したのは、つぎのような建物であった。






























































































五一～一九三五、英文学者。のちリバープール、グラスゴー両大学の ）のワーズワー の講義を聴いた。これは公開講座であり、婦人の聴講者が多かった。ブラッドリー氏から 返事が届き、来週の土曜日、十二時半に来 くれとのこと。午後、春陽堂に送る原稿（トゥリーの「復活」見物記）を きはじめた。
四月三十日（木） 、朝好本君がきた。サマーズ夫人から手紙がき 午後四時まで、原稿をかい 夜、音楽会にいこうとおもったが、見あわ
せた。
五月一日（金） 、くもりのち雨。帰路












































































聴講にいった。きょうから“イングリッシュ・ウィーク”がはじまった。ボートレースをみにいっ 五月二十二日（金） 、快晴。午前中、講義をきゝにいった。日本から新聞が届いた あ くなった。午後、ミス ポーリ グの書画帖 歌な を書 てやった。夜、マンチェスター・カレッジでおこなわれる政治討論を傍聴しに出かけた。
山崎君の下宿先であるロビンソン宅にお茶に招かれたことを忘れており 山崎君が迎えにきたので同行し 娘さん 錦絵を贈った。五月二十三日（土） 、快晴。午後、豊崎君がやってきた。のち山崎君もやって来たので、島村は和服に着がえ写真をとっ 。のちボートレース

















五月三十一日（日） 、雨。午前中、教会にいった 後、豊崎君がや てきたので、いっし
ょにお茶をのんだ。ユニテリアン派の集会 招かれたが、サマーズ師に断わりの手紙をだした。
六月一日（月） 、晴。午前中、聴講にいった。夜、 「新劇場」において 「ムッシュ・ボケー
ル」 （時代もの）をみた。六月二日、くもり。山崎、好本両君らとイシス川河畔で写真をとった。六月三日、く り。午前中、聴講に った。午後、山崎君とともに河辺 散歩した。 『帝国文学百号記念』なる を、同君 下宿でみた。 『芝
プレイゴウア
居の常連』をもとめた。六月四日（木） 、









六月七日（日） 、くもり。午前中、教会 いった。午後 豊崎、好本君らがきた。のちみなでクリック街十三番地のディクソンという盲学士の
ところに茶を飲みにいった。ケンブリッジを出た牧師も来ていて 宗教論とな 。六月八日、くもり。午後、豊崎君がきた。夜、 「新劇場」でベンソン一座による「パウロとフラ チェスカ」をみた。この芝居の書を書店 もとめた。四シリング半であった。
六月九日（火） 、雨。ミス・ハッキング方 パーク・クレセント二十二番地）を内田君の下宿として交渉した結果、返事がきたので、その旨を









つごう六名。写真を一枚とり、皆を停車場まで見送った。寺島は一汽車おくらせ、湯浅 柳原の二人は ストラット ・オン・エーヴォンにむかった。夕刻、ミス・ハッキング方を内田君の下宿とすることにした。夜、シェイクスピアの「ウィンザーの陽気な女房たち」をみ







金子、谷口、自宅に便りをだした。六月十八日、くもり 午前中、聴講にいった。のち荷づくりをした。ロンドンの寺島君から来状。クツを修理にだした。六月十九日（金） 、雨。荷づくり つづきをし 洋書を三冊、日本に送った。スタウト氏 手紙と写真を郵送し 。宝山君から明日くるとの葉書がエデンバラからきた。豊崎と好本 二君がやってきた。夜 約束のクツなおしができないので、雨のなか催促にいった。
ふたたびロンドンへ。六月二十日（土） 、くもり。風がつめたい。朝 好本君をたずねたのち郵便をだした。十時に辻馬車で出発した。御者に二シリング払った。十
時四十三分発の汽車でロンドンにむかった。十二時すぎ到着。停車場（パディング ン駅？）に荷物をあずけた 、大英博物館の読書室にいった。昼食をとった ち、モンタギュ街二十七番地の下宿を ずね、部屋をきめた。荷物をとりに停車場にもど 途中 コ モリがさを一本もとめ 十六シリング九ペンス。辻馬車代に二シリング半。内田君が会いにきた。火曜日に訪問することを約束した。
市内を散歩し、七時に夕食をとった。郵便をだし、新聞を買った。六月二十一日（日） 、午前中、セントポール大寺院に説教を聞きにいき 後は「サウスケンジントン博物館」にいっ 。六月二十二日、晴。
















い、昼食のあと「ドルリーレーン劇場」でアーヴィ グが演じる「ダンテ」をみた。夜、夕飯ののち「新劇場」でパトリック・キャンベル（一八六五～一九四〇、イギリスの女優）とジョ ・マ テ ・ハーヴィ（一八六 ～一九四四 イギリスの俳優、劇場支配 が演じるヘルマン・ズーダーマン（一八五七～一九二八、ドイツの小説家・劇作家）作の「生のよろこび」をみた。かなり 出来ばえであった。キャンベルの演技よかった。
六月二十八日（日） 、晴。午前中、セントポール大寺院にいった。午後は下宿ですごした。暑気がつよくなっ 。夕方、宝山君 やってき
サマーズ師には、あつくなければ結婚式に出席する旨つたえた。六月二十九日（月） 、晴。終日、読書室ですごした。夕方、宝山君がきた。いっしょに夕飯をたべたのち、ハイドパークに出かけ、中学制度のことなど話しあった。六月三十日 火） 、晴。午前十 時よりメア街のセンド・グラヴェル・ピット教会で カーペンター君 結婚式に出席した。
浜口君から来状。ケンブリッジには七月中旬にくるとのことである。夜、 「ウィンダム劇場」で、ウィンダム一座による「ゴリンジ夫人のネッ
クレス」をみた。







七月四日（土） 、午前中読書室ですごし、午後は「アポロ劇場」で「ケイからきた娘」と喜劇の「ボーケル氏」をみた。七月五日（ ） 、くもりのち小雨。午前中、セントポール大寺院にいった。七月六日、晴。風がふいた。午前中、読書室にいき、夜は「プリン
ス・オブ・ウェールズ劇場」で「女学生たち」をみた。七月七日（火） 、晴。午前中、 「ロイアル・アカデミ・オブ・アーツ（ 「王立美術院」一七六六年創立、本部はピカデリィの「バーリングトン・ハウス」にある）を見学した。七月八日、晴。午前中、読書室ですごした。ここ数日、ロンドンはフランス大統領エミール・ルーベ（一八三八～一九二九）の訪問によってにぎわった。午後、 「ヒズ・マヂェスティ劇場」で「トリルビー」をみた。




玉県第一尋常中学の校長。本山の命でヨ ロッパに留学）が、パリで亡くなったことを知った。七月十日、晴。あつくなった。銀行にいき、帰路バンク・オブ・イングランドを写真にとった。このごろイチゴ うまくなった。値いは一ポンド六ペンスほど。桜の実は、一ポ ド八ペンス。
七月十一日（土） 、午前中、読書室ですごし、午後は「ドルリーレーン劇場」で 「ダンテ」をみた。夜は「シャフツベリー劇場」で、ニグロ一
座の「ダホメー」 （アフリカ西部の国ベニン こと）をみた。七月十二日（日） 、午前中、セントポール大寺院にいき、午後 「 イアル・アルバート・ホール」 （ロンドンのケ ジントンにある大公会堂）で音楽をきいた。七月十三日、晴。終日、読書室ですごした。夜は「オクスフォー ・ミュ ジック・ホール」で、 “日本の奇術師”と称する中国の手品師の演芸をみた。





ック夫人（一八六五～一九四〇、イギリスの女優） 「タ ケレイ夫人の再来」をみた。七月十六日（木） 、小雨 午前中、読書室ですごし、午後は約束によりサマーズ師宅をおとずれ 。妻君の親せきの婦人とあった。
七月十七日、晴。終日、読書室ですごし、夜はフラム（テムズ川の北岸）においてバレエをみた。七月十八日（土） 、午前中、読書室ですごし、
















がやってきたので、いっしょに日本レストランにいった。野沢商店の社員と田中君と 料理はまずかった。七月三十一日（金） 、くもり。けさサマーズ師宅をおとずれた。午後、 「スタンダード劇場」で、オヴィディウス（四三Ｂ・Ｃ？～Ａ・Ｄ・一七、ローマの詩人）の作を劇 したアメリカもの
―
「二つの旗のもとに」をみた。
八月一日（土） 、午前中、読書室ですごし 午後は「ディリィ劇場」 「いなか娘」をみた。オクスフォードで二度みたので、これで三度目で




七月二十一 （火） 、晴。昼は読書室ですごし 夜は「パレス劇場」にいった。七月二十三日、くもり。午前中、読書室ですごし、午後は「ギ



















八月十五日（土） 、晴。午前中、読書室ですごし 後は「アポロ劇場」にふたたびいき、 「ケイからきた娘」をみた。八月十六日（日）















後サマーズ師宅をおとずれた。八月二十七日、風はつよかった。山崎君からたのまれたアルバムをさがしたが見当らず 午後読書室にいった。夜は「クウィ ンズ・ホール」で、プロムナードコンサート（遊歩［ダンス］しながら聞く音楽会）をきいた。八月二十八日 晴。けさリージェント通り（ロンドンのウエストエンドにある高級商店街）でアルバムをみつけたので、二冊もとめた。二ポンド半 坪内氏か 来信。
八月二十九日（土） 、読書室にいった。八月三十日（日） 、夜、下宿人の手代より、きょうここを出てゆくので、後日写真を送ってくれとたのま
れた。八月三十一日（月） 、午前中、読書室 いき、夜はオペラの「ローエングリ 」 （ゲルマ 伝説の主人公）をみた。
九月一日（火） 、けさ『新小説』が届いた。平田君は オクスフォードの下宿の件を、浜口君はケンブリッジに移るむねをいいにきた。九月二
日、昨日来あつくなる。オランダの から葉書がき 読書室 、昨日から四日間閉鎖となった。好本君 平田君の下宿の件を依頼した。夜、小雨がふった。九月三日、きょうはすずしかった。午後、散髪にいった。数 前より春陽堂に送る原稿 準備をした。
九月四日（金） 、下宿で原稿をかいた。ダンテ論の緒論である。九月五日、けさ脱稿、宅および藤原氏への手紙とともに日本に送った。午後、
「セントジェームズ劇場」において、ウィラード一座による「トム・ピンチ」というディケンズものをみた。九月六日（日） 、けさサマーズ師宅を訪問した。オランダから夫人、子供、豊崎君らが帰ってきた。長男のウィルソンという役者と会った。
九月七日、午前中、読書室にいき、午後は下宿ですごした。九月八日（火） 、午後 平田、下村君をたずねた。平田君のオ スフォ ドの下宿

















九月十八日（金） 、朝霧が出た。け の新聞でチェンバレン 辞職したことを知った。午前中、読書室にいき、夜は「クウィーンズ・ホール」



























二十八番地を留岡君の下宿とした。夕方、エディンバラからロンドンに着いた同君を案内した。夜、ふたたび会った。十月三日（土） 、けさ留岡君をつれて日本公使館にいき、浮田書記官と会った。この日、 『ネイションズ・ピクチャ』の第四巻を買っ 。十月四日（日） 、午前中 下宿ですごし、午後はカメラ もって公園などを訪れた。
十月五日、くもりのち雨。午前中、みやげを買いに外出し、午後は家ですごした。角田（柳作？）君から手紙がきた。十月六日（火） 読書室
にいった。 『読売新聞』および中学の雑誌用の原稿を送った。数日前より坪内氏に送るオペラ本など リージェント通り一九七番地のシャーツという店でもとめた。夜、 「ウィンダム劇場」で バリーの新作「リトゥル・メアリ」をみた。十月七日、サマ ズ師宅 たずね、荷物をあずかってくれるよう依頼し ギャリック Ｈ・チェンバースの新作「ゴウルドゥ ・サイレンス」をみた。
十月八日、荷づくりをした。夜、 「デューク・オブ・ヨーク劇場」で、アーサー・ウィング・ピネロ（一八五五～一九三四、イギリスの劇作



















好本、山崎君らがやってきて、茶会をひらいた。サマーズ師、浜口（不詳） 、ドイツにいる谷口、古川らに郵便をだした。十月十六日（金） 、午前中は在宅。午後、平田君が農務省の島田君（不詳）をともなってやってきた。い しょに市内見物に出た。同人が四時半の汽車で帰るのを見送った。帰路、平田君宅に立ちよ た。














十月二十六日（月） 、雨。 「新劇場」で「もし王であったら」をみた。十月二十七日（火） 、雨。午後、散歩のついでに好本君とバーカーという
盲人の家をたずねた。サマーズ師とブルーク氏に手紙をだした。夜、六時から美学を聴講した。ボドレー図書館で詩人シェレー 遺品などをちょっとみた。十月二十九日、晴 春陽堂にダンテ劇 つづ の原稿を送った。十月三十日（金） 、晴 午前中 聴講にいき、午後は原稿をかいた。ドイツの池田君（不詳）より来状 来 六日ごろ来英といってきた。十月三十一日（土） 、晴。午後、雨。散髪にいき のち入湯。帰宅後、原稿をかいた。
十一月一日（日） 、午後、好本、平田の二君とカーペンター氏の家を訪問した。菊が咲いていた。十一月二日、雨。明日は天長節であるため、
午後、好本君宅で茶会をひらき、福引きなどをした。十一月三日（火） 、快晴 けさ春陽堂に原稿を送った。きょうは天長節なので、島村宅に日本人五名 外国人一名（ショウという日本で育ったイギリス人）があつまり 会食した。のち散歩に出、ロビンソンという名の天文台の役人にともなわれ、望遠鏡（ 「ラドクリフ天文台」？ をのぞいた。みごとな月が出て た。
十一月四日、あさ霧がふかかった。のち晴れた。午前中、聴講にいった。午後、ロビンソン氏宅で太陽の黒点などを望遠鏡でみた。夜も聴講に
いった。バーカーという盲学生と っしょに帰った。十一月五日（木） 、朝はくもり。午後 図書館へいった。夜、ディキンス氏の依頼により、万葉古義の序をローマ字で書きなおした。十一月六日、くもり。午後、平田君とい しょにバーカー君宅
十一月七日（土） 、朝はくもり。ここ数日はさむい。 君らとアプトンというマンチェスター・カレッジの哲学教授宅をおとず
れた。途中でミス・ハッキングの一行と会った。帰路、霧がふかかっ 。十一月八日（日） 、 前中、教会に き、午後は平田君とド・セリンコート氏宅をたずねたが、ロンドンにい ていて不在であった。細君があるじとなり 茶をのんだ 十一月九日 くもり。朝 ガードナ氏から返書がきた。十一時より「アッシュモリーン博物館」 ブロード街にあるイギリス最古の博物館）において ギリシャ彫刻の講義をきい








りの家を金子君らの下宿に借りた。 一月十六日（月） 、晴。朝、池田君らと郵船会社にいき、船のつごうなどを問いあわせた。午後、三時ごろドイツから金子、坂本 二君が到着した。満三年ぶりで再会した。しば く話した ち 二人を大英博物館に案内し、のち市内を遊覧した。夜は「ドルリーレーン劇場」で「上げ潮」をみた。
十一月十七日（火） 、午後、すこし雨がふった。きょうは両人といっしょにケンジントン博物館、バッキンガム宮殿などを一覧し、夜は「ロン
ドン演芸場」にいった。十一月十八日、浜口君（不詳）がロンドンにやってきた 日本料理をたべながら“早稲田大学校友会”をひらいた。写真もとった。夜、ピカディリーのドイツ料理店「インペリアル」で夕飯をたべたのち、ホテル・コンティネンタルの夜景などをみ こんやは金子君らの宿で一泊することにし、両君と学校の前途のことなどをいろいろ話しあっ 。




















































である。本場といなかまわりの芸の差は いちじるしい。十二月八日、くもりのち雨。散髪したのち入湯。サマーズ師から来状。十二月九日、くもり。午前中、聴講にいった。夜、 「市公会堂」 おいて音楽を聞いた（アメリカインディアンの英雄「ハイアウォサ」をテーマとしたものか？） 。
十二月十日（木） 、晴のち雨。午後、好本君といっしょに内田君宅をおとずれ、 “自然美”について














こし散歩した。病気は快方にむかっているが、数日前より尿道にさわりがあり、不快。サマーズ師、ブルックス、ガードナー氏らにクリスマスの贈物を送った。十二月二十四日（木） 、霧がふかい。クリスマスカードを送った。午前中、平田君がきた。銭湯にいった。十二月二十五日（金） 、くもり。クリスマスである。午前中、内田君がやってきた。日本人の美感について話し 午後一時、ショ君宅に招かれていった。日本人五名、客としていた。夕食はミス・ポーリング宅でとった。
十二月二十六日（土） 、くもり。寒気はつよい。午後、アプトン氏宅を好本君といっ ょにたずねた。スペンサー ヘーゲル、ロックなどにつ
いての哲学談となった。十二月二十七日（日） 、寒気つよく、雪がちらついた。午前中、教会 いった。十二月二十八日、くもり。スタウト、ガードナー氏から来状。午後、散歩のついでに平田君をたずねた。十二月二十九 、晴。寒気はつよい。夕方 ロビンソン 宅に夜会に招かれた。
十二月三十日（水） 、晴。寒気はつよい。内田君がやってきた。十二月三十一日（木） 、くもり。さむい。おおみそか。サマーズ師宅に贈物と手
紙をだした。午後、内田君方をたずね茶を んだ。女性客もあり 小説の話などをし 夜、山崎君をたずねた。
明治三十七年（一九〇四） 。一月一日（金） 、くもり。午前十一時、平田君方に日本人五名があつまり、リンゴ・オレンジ・クリ・イチヂクをたべ、ボブリル（スープに用
いる牛肉のエキス）を飲み、新年を祝した。午後、好本君と市公会堂にいき 商品 展示会をみたのち散歩し 夜 山崎君が来たので好本君方をおとずれ、十時ごろまで閑談
一月二日（土） 、くもり。朝、平田君がやってきた。終日、家ですごした 一月三日（日） 、くもりのち雨。夕方、好本君とマークビー氏宅に茶















夜、内田君がいとまごいにやってきた。あすボーンマス（イングランド南部―イギリス海峡にのぞむ保養地）にいくという。一月十四日、くもり。ここ数日、あまり寒くなかっ 午後一時五十分すぎ、内田君を停車場で見送った。夜 山崎君がやってき マークビー夫人から 日曜 に昼食に招待された。一月十五日（金） 、晴。一月十六日 快晴。のち雪がふり、寒気がつよまった。ロシア皇帝の平和宣言の記事を新聞でよんだ。
一月十七日（日） 、快晴。道が凍りすべった。好本君が写真をもってや てきた。教会へいっ 帰り、マークビー氏宅に昼食 いった。ロンド







き”の類である。一月二十日、くもり。さむい。午後、ショー君その他を招いて茶 のんだ。一月二十一日（木） 、くもり 一月二十二日（金） 、くもり。寒気はつよい。ガードナー氏から茶の招待がきた。アメリカにいる豊崎君から手紙がきた。午後、好本君宅で茶をのん 。著書三版訂正の件についていってきた
一月二十三日（土） 、くもり。 『読売新聞』と宅から来信。一月二十四日（日） 、朝 教会にいった。午後、二階に同宿するニューカレッジの学




ス・ポーリング宅をおとずれた。一月二十七日（水） 、雨。けさガードナー氏の講義を、夕方にはムーア氏の講義を聴いた。夜、 「わが海軍」という映画をみた。海戦および日本の軍艦が写っていた。夜おそく がきた。
一月二十八日、雨。二階のヘインズ君（ニューカレッジの三年生［特待生］ ）と運動をした。のちニューカレッジの寄宿生の部屋で茶をのんだ
















二月一日（ ） 、朝晴。午前中、聴講にいった。日本より『新小説』 『歌舞伎』などが届いた。午後、ガードナー氏のギリシャ演劇を聴講した。






二月三日（水） 、雨。午前中、聴講にいき、夜はワーグナーの歌劇「タ ホイザー」 （一八四五年）をみた。この夜、大入満員、平田君も来てい
















が話題になった。二月十一日、くもり。午後、聴講にいった。好本、平田らがきた。夜、 「ユニオン・討論会」に出席し、 「極東におけるロシアの政策は正当とみとめられるか」を聞いた。この動議は三十対百で否決された。二月十二日（金） 、雨。すこし頭痛と寒気のため聴講にいかなかった。夕方、ヘインズ君のところで茶 のんだ 平田君もき 。好本君もきて 退舎の相談があった。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。
二月十三日（土） 、晴のち雨。午後、ロビンソン方で茶をのんだ。二月十四日（日） 、晴。午前中、マンスフィールド教会にいった。午後、バー
カー君の家で茶をのんだ。好本君の寄宿舎 天井の焼け跡 みた。サマーズ氏に手紙をだした。二月十五日（月） 、くもり。この日、新聞を五、
六種買いあつめてみた。午後、ソラス教授宅に茶をのみにいった。のち聴講。夜、シェイクスピアの芝居「お気に召すまゝ」をみた。
二月十六日（火） 、雪がふった。午後、好本君といっしょにスティーヴンズ君の寄
宿舎にいき茶をのんだ。ポーリング家の人々もきた。のち聴講にいった。夜、山崎君がきた。ミス・ポーリングの家で音楽をきいた。二月十七日（水） 、朝雪がふった。ここ数日寒気がつよい。午前中、聴講にいっ 二月十八日（木） 、快晴。午後、聴講にいった。きょうボートレー がはじまった。ヘインズ 平田君らがきた。
二月十九日（金） 、晴。午前中、聴講にいった。午後、ボートレースをみるために、






三日、くもり。午後、聴講にいった。夜、ミス・ポ リング宅を ずねた。二月二十四日（水） 、くもり。午前中、聴講にいっ 今夕の新聞によって、日本の軍艦四隻が旅順で沈没したとの記事をよみ、胸をいためた。二月 十五日、けさの新聞 よ 、前日の記事は虚報であることを知り安心した。
二月二十六日（金） 、雪がつもった。さむい。午前中、聴講にいき、午後はバーカー君のところで茶をのんだ。夜、ミ ・ポーリング宅 たず
ねた。二月二十七日（土） 。二月二十八日（ ） 、晴。午後、平田、好本君らがやってきた。好本君は寄宿舎を出るという 夜、ディケンズ氏へ長い手紙をだした。二月二十九 （月） 、くもり。午前中 聴講にいった。角田君か 手紙がきた。午後、バーカー、平田君らがき ので、いっしょにソラス君のところに茶をのみにいった






日（土） 、くもり。夜、ベルフォール君の招待により クライスト教会に晩さんにいっ 。バーカー君もきた。三月六日（日） 、雨。午前中 教会にいった。午後、平田君がきた。 っしょにガードナー氏宅に茶を みにいった。三月七日 午前中、聴講に 午後は「大学音楽クラブ」の音楽会に出席した。
三月八日（火） 、くもり。午後は晴。散髪した。一昨年のこの日、日本を出発した。満二年たった 夜 ミス・ポーリング宅で音楽をきいた。





（不詳）の朗読を試みた。三月十二日（土） 、晴。午後、ベルフォール君とその学友がやって来たので茶をのんだ。のち好本君、ポーリング家の人々と市公会堂の子供会に出席した。三月十三日（日） 、晴。午後、バーカー君のところで茶をのんだ。ソラス教授の招待により、夕方「大学ホール」の晩さん に出たが、礼服を着ていなかったので、きまりが悪かった。
三月十四日、晴。午後、図書館にいった。三月十五日（火） 、午後快晴。ザファート君と帆船を走らせた。のちヘインズ君の部屋で茶をのんだ。
夜、ミス・ポーリング宅で、音楽をきいた。三月十六日、快晴。午後、好本君をたずねた。三月十七日（木） 、快晴。ロンドンより阿部龍三君（不詳）が来たので、市内を案内した。のちクウィーン・レストランで昼食をとり、帰宅後、茶をのんだ。同君はロンドンにもどった。午後、ヘインズ、ザファート君らがきた。夜 好本君と市公会堂にいき、 「エジプトのイスラエル人」を聞いた。この日、早稲田から為替が届いた。
三月十八日（金） 、午後、好本君がきた。山崎君 金を貸した。のち散歩がてら 図書館にいった。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。三
月十九日（土） くもりのち雨。山崎君が朝やって来、ロンドンの宿の世話してくれというので、モンタギュ 街二十七番地のクラレンス宅に手紙をだした。午後、バーカー君がやってきたので、いっしょに散歩にで ブラックウェル書店に本代一ポンド六シリング払った。サマーズ師にパリ行 ことわる手紙をだした。
三月二十日（日） 、雨。午後、山崎、平田君方をたずねた。平田君と散歩に出、のちニューカレッジのサファート君のところで茶をのんだ。三
月二十一日（月） 、くもり。午前中、好本 きた 午後、図書館にいった。三月二十二日 晴。午後、銭湯にいき 夜ミス・ポ リング宅をたずねた。三月二十三日（水） 、晴。山崎君にロンドンの下宿を紹介したのであるが、同人から空き間がないとの葉書が た。午後、好本 と散歩にでた。主人を失ったと思われる犬が、下宿ちかくまでついてきた。
三月二十四日（木） 、くもり。午後、平田、バーカー君らがきた。のちバーカー君と散歩にでた。のち図書館にいった。三月二十五日、くもり。






のち帰宅。四月八日（金） 、くもり。新聞（日本の？） きた。四月九日（土） 、晴。風があった。内田君がやってきた。四月十日（日） 、平田君がやってきた あす旅行に出発すると う 四月十一日（月 、快晴 好本君とビンゼイ村のあたり 散歩し 夕方、ミス・ポーリングの誕生日会に招かれ出席した。
四月十二日（火） 、晴。夜、ヴァーグナー、ヘンデル、ヴェーバーなどの音楽をきいた。ボーンマス（イングランド南部の保養地）にいる平田


















ランス・ホテル” （酒 ださない旅館）をたずね、サマ ズ師と会った。豊崎君が急にアメリカより帰国したうわさ 昼食のとき、高楠氏（不詳）から紹介された文部省の英語留学生・永野武一郎がやって来たので食事をともにし 談話ののち散歩した。
四月二十二日（金） 、けさ永野君は帰っていった。夜、ミス・ポーリング宅で音楽を聞いた。四月二十三日（土） 、くもり。古本でアンデルセン
の物語を買い、バーカー君はイプセンの「幽霊」 （一八八一年）を貸してくれた。夜、ボーンマスからもどった平田君がやってきた。四月二十四日（日） 、くもりのち晴。午後好本君がやって来たので散歩にで 四月二十五日、快晴。陶人形（一個八シリング）と日本の扇子を下宿の主人に贈った。先日こわしてしまった陶人形のつぐないのためである 永野君からヘン ー・ライダー・ハガード（一八五六～一九二五、イギリス小説家）の小説を、先日のお礼に送ってきた。
四月二十六日（火） 、くもり。昨夜おそくまで話したヘインズ君が帰 をおとずれた。四月二十七日、くもり。山
崎君から明後日茶をのもうといってきた。四月二十八日（木） 、くもり。さむい。四月二十九日（金） 、くもり。あた い。けさ 新聞によって、日本の運送船・金州丸が沈没したことを知った。午後、山崎君のところで茶をのみ、夜ミス・ポーリ グ宅をおとずれた。四月三十日（土） 、くもり。あたた かった。
五月一日（日） 、晴。午後、バーカー君と茶をのんだ。イプセンの「幽霊」について議論し 五月二日、くもり。けさの新聞によって、日本









（日） 、晴。さむい。午後、好本君と散歩したのち、平田君方で茶をのんだ。五月九日、くもり。さむい。伊原君から手紙がきた。麦わら帽子を買った。三シリング。夜、ミス・ポーリング宅をおとずれた。五月十一日（水） 、くもり。ドイツにいる大谷君から手紙がきた。五月十二日（木） 、くもり。
五月十三日（金） 、サマーズ師から来状。五月十四日（土） 、午後、好本君と散歩 ついでに、アプトン氏宅に茶をのみにいった。五月十五日
（日） 、晴。ハッキング氏宅に茶をのみにいった。夜、バーカー君からもらった切符でベイリオル・カレッジのコンサートにいった。五月十六日、晴。両三日、春陽堂への原稿をかいた。五月十七日、晴。バーカー君と山崎君のところに茶をのみにいった
五月十八日（水） 、急に雨がふった。五月十九日（木） 、午後平田君がきた。同君はあすストラットフォード いくという。いっしょに“エイ
ト” （八本オールのボートの意。学寮対抗の夏のボートレース）を見にいった。五月二十日（金） 、晴。昨日、坪内氏らの来信により、日本軍艦二隻が沈没したことを知った。五月二十一日（土） 、雨。きょうの新聞により、日本軍が敗北し、退却したことを知った。
五月二十二日（日） 、くもり。午後、好本君と散歩し、のちともに茶をのんだ。五月二十三日、晴。ミス・ポーリング宅に茶をのみにいった。
平田、山崎君も来会した。五月二十四日（火） 、雨。散髪後入浴した。五月二十五日、くもり 暑気あり。午後、好本君がや てきた。いっしょにボートレースを見にいっ きょうは最終日。五月二十六日（木） 晴のち雨。午後、図書館にいった。五月二十七日、雨、雷雨。午後、図書館にいった。
五月二十八日（土） 、くもり。ベイリオール・カレッジで「音楽発達史」の講義をきいた。五月二十九日（日） 午後バーカー君のところで
のんだ。好本君もきた。五月三十日（月） 、晴。ソラス氏宅で茶をのんだ。高楠君（不詳）が来たのでともに茶をのみ、 ち散歩 でた。
六月一日、くもり。高楠、鈴木（不詳） 、平田、好本 山崎君らを招いて茶会をひらいた。ショー君もきた。諸宗教について話しあっ 。六月
















六月十日（金） 、晴。ミス・ポーリングにたのんだカメラの袋ができた。六月十一日（土） 、くもり。六月十二日 日） 、くもり。洋服ができ、
きょうはじめて着てみた。午後、ハストリング君のところに茶を みにいった。ドイツ語のけいこもした。六月十三日（月） 晴。夕方より雨。ミス・ポーリング宅で写真をとった。のち茶をのんだ 六月十四日（火） 、くもりのち雨。きょうドイツ語 やすんだ
六月十五日（水） 、くもり。サマーズ師から来状 副島君から返事がきた。六月十六日、晴。六月十七日（金） 、晴。サマ ズ師に返事をだした。
六月十八日（土） 、晴。午後、マックス・ミューラー夫人（ノーラム・ガーデ 七番地）を ずねた。六月十九日（日）くもり。午後、平田君方で茶をのんだ。六月二十日、晴。きょう好本君に五ポンド用立てた。六月二 一 午後、ニューカレッジのグッドハルト君 ところに、ミス・ローレンツといっしょに茶をのみにいった。
六月二十二日（水） 、夜気がつめたかった。夜、ウスターカレッジの牧歌劇を観にいった。ミルトン、ジョンソン物が中心であった。六月二十
三日（木） 、晴。 二十四日（金） 、晴のち雨。午後三時すぎ、平田、好本、山崎の三君とボートこぎにいった。これが別れになると思 てのことである。雨のなかボートをこいで帰った。
六月二十五日（土） 、くもり。六月二十六日（日） 、くもり。セント・アルディツ教会で“フラワ ・サーヴィス”があったので、出かけた。六




た。夜、ミス・ポーリング宅をたずねた。さいごの音楽会であった 七月二日（土） 、晴。風があった。荷づくりをおえ、五箇だけをあらかじめ送っ 送料五シリング六ペンス。午後、ミス・ポーリング宅 茶をのみ、のち音楽をきいた。夜、ロビンソンにいとまごいにいった。
七月三日（日） 、朝小雨がふった。午後、好本君と散歩した。これをオクスフォードさいごの逍遥とし、のちともに茶をのんだ。夜、ミス・ポ
ーリング宅に讃美歌を聞きにいった 七月四日（月） 、くもり。けさ好本君がいとまごいにきた。ショー君 ポーリング家にいとまごいにいった。一時間ばかり、さいごの音楽をきき、辞去した。十時十分すぎ、馬車にて下宿を出、十時四十五分の汽車でロンドンにむかった。
午後一時半すぎロンドンに到着。夜、山崎君を ずね、その下宿で夕食をともにしたのち散歩に出た。 「ベルリン案内記」 （ベディカーか）をも
とめた。オクスフォードに葉書をだした。
七月五日（火） 、くもり。ディキンスその他に葉書をだした。七月六日（水） 、晴 暑気はつよい。トマス・クック旅行社にいき、旅行券につい
て聞きただし 七月七日（木） 、くもり。この日、高楠君の下宿（セ トジェームズ公園のちかく）をたずねた。七月八日（金） 、晴。終日、ディキンス氏への返書をかいた。湖水地方からきた好本君 返事をだ 七月九日（土） 、晴。午前七時五十分 ヴィクト ア駅にドイツからやってきた山尾君（不詳） 出迎え、山崎君の下宿まで案内した。のち「ポートレ ト陳
ギャラリ
列館」を見物した。
























七月十七日（日） 、好天気。朝、十時半抜錨。甲板のうえはすずしく、冷気を感じた 八 月 昨夜、海はあれ、けさおそくまで、
船酔いのためベッドでふせていた。十一時すぎエルベ川に入った。お昼ごろ起床した。はじめは川の両岸はみえず、にごった水しか目に入らなかった。のち川はばがせばまった。冷気つよく、予定より早くハンブルク 到着した。チップとして、ボーイに二シリング、給仕には一シリングあたえた。
荷物をまとめて上陸。税関で荷物検査をすませたのち、ヴェッグナーとい 人と荷馬車を駆って、午後八時十四分発の汽車にのるためにクロー



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平田禿木はロンドンに着いたとき、たいへん失望したとい 。大きな建物があっても どれも真っ黒であり（街がすすけていた意） 、モヤモヤ
した通りが入りくんでいて、いっこうに規律がなかった（ 「滞英雑感」 ） 。そればかりではない。高師の附属中学におけるかつての教え子たちの何人かは、いまバブリック・スクール（私立）の生徒とな ているのだが、かれらは話しことばや慣用的表現がいえ こ であった。これにはとてもかなわないと思った。けれどかれらはどうも込み入ったことは えず、それを避けているよう った
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（110）151
一九一一年（明治
44）におこなわれた人口調査によると、ポーリング夫妻は同い年であったことがわかり、子どもはエルシー・マーガレットだ
けであったようだ。好本督は下宿人であるが“滞
ヴィズィタ
在客”とある。神戸出身の日本人とある。
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（
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